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宗
像
大
社
復
興
期
成
会
（
会
長

1
1

出
光
興
産
閥
名
誉
会
長
出
光
昭
介
氏
）
に
よ

る
一
連
の
復
興
事
業
の
悼
尾
を
飾
る
宗
像
大
社
文
書
第
三
巻
が
、
天
皇
陛
下
御
即

位
二
十
年
奉
祝
事
業
と
し
て
二
月
十
一
日
に
刊
行
さ
れ
た
。

全
国
神
社
の
な
か
で
質
量
と
も
に
最
上
級
の
も
の
の
―
つ
で
あ
る
当
大
社
所
蔵
史

料
を
編
纂
・
刊
行
す
べ
く
進
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
既
刊
第
一
巻
•
第
二
巻
に
続
き

第
三
巻
を
も
っ
て
、
宗
像
大
社
文
書
刊
行
事
業
は
完
結
し
た
。

一
般
へ
の
公
刊
に
先
立
ち
二
月
十
七
日
、
天
皇
・
皇
后
両

陛
下
の
も
と
へ
宗
像
大
社
復
興
期
成
会
並
び
に
宗
像
大
社

よ
り
献
上
申
し
上
げ
た
。

二
月
十
六
日
神
島
宮
司
、
随
行
神
職
が
上
京
。
翌
十
七

日
、
出
光
興
産
闊
、
出
光
美
術
館
の
御
配
慮
を
賜
り
、
ま
ず

赤
坂
御
用
邸
を
訪
問
。
皇
太
子
殿
下
、
当
大
社
三
宮
を
こ

参
拝
さ
れ
所
縁
深
い
三
笠
宮
崇
仁
親
王
殿
下
へ
、
東
宮
侍

従
、
三
笠
宮
付
宮
務
官
を
通
じ
献
上
申
し
上
げ
た
。

続
い
て
、
坂
下
門
よ
り
宮
中
へ
参
内
、
侍
従
次
長
を
通
じ

陛
下
の
御
即
位
二
十
年
を
奉
祝
し
公
刊
さ
れ
る
旨
を
お

伝
え
し
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
へ
献
上
申
し
上
げ
た
。

宗

万
｀
[
[
」

僚
長
田
母
神
俊
雄
氏
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
る
。
講
師
の
田
母
神
氏
は
「
大
東
亜
戦

争
は
侵
略
戦
争
で
は
な
か
っ
た
」
と
の
論
文

で
物
議
を
か
も
し
、
航
空
幕
僚
長
の
職
を

退
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
方
で
あ
る
こ

と
は
、
こ
承
知
の
こ
と
と
思
う
。

で
は
こ
の
発
言
が
果
た
し
て
事
実
に
反

し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の

判
断
の
根
底
が
、
勝
者
が
敗
者
を
裁
い
た

「
東
京
裁
判
」
史
観
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
つ
ま
り
外
圧
に

屈
し
た
自
虐
史
観
を
、
い
ま
だ
に
払
拭
で

き
な
い
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

何
も
戦
争
を
肯
定
す
る
つ
も
り
は
な

い
。
し
か
し
民
族
の
自
尊
を
失
っ
て
は
、
国

は
滅
び
る
し
か
な
い
。
国
家
の
歴
史
と
伝

統
を
正
し
く
認
識
し
、
子
々
孫
々
継
承
し

愛
国
精
神
を
培
う
こ
と
こ
そ
、
国
の
存
続

と
繁
栄
の
根
源
で
あ
ろ
う
。

世
界
各
地
で
い
ま
だ
紛
争
が
絶
え
な
い

現
状
を
、
国
民
は
よ
そ
の
地
域
の
こ
と
と

し
か
感
じ
て
い
な
い
の
で
は
。
国
家
が
消
滅

す
れ
ば
我
々
は
流
浪
の
民
と
な
る
以
外
に

道
は
な
い
。
世
界
の
現
実
に
目
を
向
け
、
世

界
の
国
々
と
共
存
共
栄
を
図
る
た
め
に

も
、
我
々
は
「
国
家
と
は
、
民
族
と
は
」
と
い

う
最
低
限
の
基
盤
を
し
っ
か
り
と
自
覚
す

る
こ
と
が
肝
要
で
は
。
（
高
）

4月祭事暦
1 • 2 日春季大祭

(1 日目）午前 11 時～一日祭
(2日目）午前 11 時～二日祭
午前11 時40分～
高宮祭、第二宮•第三宮祭
宗像護国神社春祭
交通安全講社祭

8 日 天皇皇后両陛下
伺結婚満五十年奉祝祭

午前11 時～

10 日 沖・中両宮春季大祭
午前11 時～於＝大品・中津宮

15日肖茨祭
午前10時～
高宮祭、第二宮・第三宮祭

午前11 時～総社祭

29日昭和祭
午前11 時～

装束店 〒 600-8503 京都市下京区油小路通六条上る
神具装束授与品 フリーダイヤル 0120-075-980

令井 済福岡店：り望唸開。＂慧開1-12-10-401
授与品店〒 601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23

フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

俎式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. munakata-taisha.or.jp/ 
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ま
た
、
宮
務
課
を
通
じ
、
秋
篠
宮
、

常
陸
宮
、
三
笠
宮
（
寛
仁
親
王
）
、
桂

宮
、
高
円
宮
妃
の
各
宮
家
へ
献
上
申

し
上
げ
、
皇
室
へ
の
献
上
を
滞
り
無

く
終
え
た
。

·
零
云
宰
斐
工
ー
孟
藝

宗
像
大
社
復
興
期
成
会
は
当

地
宗
像
市
赤
間
の
出
身
で
出
光
興

産
闊
の
創
業
者
で
あ
る
故
出
光
佐

三
氏
が
、
宗
像
大
神
に
対
す
る

並
々
な
ら
ぬ
崇
敬
の
念
か
ら
昭
和

十
七
年
に
結
成
さ
れ
、
以
後
、
出
光

店
主
は
宗
像
大
神
の
神
徳
宣
揚
と

由
緒
の
間
明
を
終
生
の
念
願
と
し

て
、
多
年
に
亘
り
尽
力
さ
れ
た
。

復
興
事
業
は
、
ま
ず
由
緒
を
闇

明
に
す
べ
く
社
史
の
編
纂
か
ら
着

手
し
、
昭
和
四
十
六
年
に
『
宗
像
神

社
史
』
上
・
下
・
附
巻
が
完
結
し
た
。

]
編
纂
事
業
の
過
程
で
、
昭
和
二
[
会
長
を
引
き
継
い
で
事
業
全
般
を

十
九
年
か
ら
三
次
に
わ
た
っ
て
沖
｛
統
括
し
て
い
た
だ
き
、
『
宗
像
大
社

]
ノ
島
学
術
調
査
が
行
わ
れ
、
こ
の
i
文
書
』
の
編
纂
・
刊
行
事
業
が
緒
に

i
調
査
の
成
果
報
告
書
で
あ
る
『
沖
i
つ
く
こ
と
が
で
き
た
。

i
ノ
島
』
・
『
続
沖
ノ
島
』
・
『
宗
像
沖

一
ノ
島
』
（
全
三
巻
）
も
、
復
興
期
成
会
昭
和
五
十
九
年
五
月
に
、
顧
問

~
の
事
業
と
し
て
上
梓
刊
行
さ
れ
、
に
成
践
大
学
名
誉
教
授
小
島
鉦
作

]
文
献
以
前
の
当
社
の
歴
史
が
解
明
」
氏
、
編
纂
委
員
長
に
九
州
大
学
教

i
さ
れ
た
。
一
授
川
添
昭
二
氏
、
委
員
に
早
稲
田

一
本
殿
修
復
造
営
事
業
、
第
ニ
一
大
学
教
授
瀬
野
精
一
郎
氏
・
東
京

]
宮
•
第
三
宮
造
営
に
続
き
、
昭
和
五
一
大
学
史
料
編
纂
所
助
教
授
山
口
隼

ェ
十
五
年
に
神
宝
類
を
一
堂
に
収
蔵
一
正
氏
（
当
時
）
を
委
嘱
し
、
当
大

展
示
す
る
神
宝
館
が
開
館
し
て
、
：
社
・
出
光
興
産
闊
・
出
光
美
術
館

．
社
殿
・
境
内
域
の
整
備
事
業
は
ほ
一
関
係
者
も
交
え
て
の
第
一
回
委
員

一
ぼ
完
了
し
た
。
一
会
が
開
か
れ
た
。

i
こ
れ
を
機
に
、
国
の
重
要
文
化
・
各
史
料
こ
と
に
、
釈
文
・
読
下
し

]
財
の
当
大
社
関
係
文
書
を
学
術
的
文
・
語
旬
の
詳
細
な
注
解
・
文
書
内

]
に
調
査
・
集
大
成
し
、
逐
次
刊
行
す
容
の
大
意
を
ほ
ど
こ
し
た
本
編
と
、

―
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
社
の
由
緒
を
さ
別
冊
と
し
た
影
印
本
の
二
冊
構
成

i
ら
に
明
ら
か
に
し
、
あ
ま
ね
く
神
社
．
と
す
る
こ
と
な
ど
、
従
来
あ
ま
り
例

-
k
t
：
ロ
ェ
]

◆神宝館特別展のこ‘‘案内◆

歌人たちの競演 宗像大社所蔵五紐の三十六歌仙図扁額

本展覧会では、桃山時代から江戸時代に奉納された扁額を

一堂に公開します。当大社の歴史を語る貴重な五組の扁額

は、狩野派画家の重要な作例などを含み学術的に高く評価

されています。和歌の趣、歌仙絵の美が融合する雅の世界

を皆様是非こ‘堪能下さい。

■会期

■会場

■拝観料

4月 1 日（水）～6月 1 日（月）
宗像大社神宝館3階展示室

◆大人500円◆大学・高校生300円◆中・小学生200円
◆15名以上は 1 名に付100円引

J
b
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※展示替え作業のため下記日程で休館予定です。

■会期前： 3月 29 日（日）～3月 31 日（火）神宝館3階展示室のみ休館。

■会期後： 6月 2 日（火）～6月 5 日（金）神宝館完全休館。
し

小
野
小
町
延
宝
ハ
年

黒
田
光
之
奉
納
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書
L
し

史
の
み
な
ら
ず
日
本
中
世
史
に
お
納
文
書
・
宗
像
大
宮
司
長
氏
・
浄
恵
第
二
宮
年
中
御
供
米
之
事
・
嶺
家
「
四
半
世
紀
を
か
け
た
作
業
を
社
の
御
神
徳
の
発
揚
、
我
が
国
の
歴

け
る
埜
礎
史
料
で
あ
る
八
巻
文
書
証
文
注
進
状
案
・
長
沼
正
光
氏
奉
文
書
•
吉
田
ツ
ヤ
氏
奉
納
文
書
・
占
終
わ
り
、
宗
像
大
社
復
興
期
成
会
、
史
・
文
化
研
究
の
一
資
に
な
り
得

を
収
録
し
た
。
納
文
書
・
宗
像
社
家
文
書
惣
目
部
家
文
書
•
吉
田
公
一
氏
奉
納
文
こ
と
に
宗
像
大
社
歴
代
宮
司
様
を
れ
ば
幸
甚
で
す
。
当
初
収
録
予
定
で

録
・
宗
像
家
文
書
・
近
藤
清
石
写
本
書
・
石
松
家
文
書
で
あ
る
。
は
じ
め
と
す
る
関
係
の
方
々
の
懇
原
稿
を
作
成
し
て
い
た
阿
弥
陀
経

璽
國
国
『1

宗
像
文
書
で
あ
る
。
縁
起
・
神
事
関
係
史
料
収
録
に
切
な
こ
高
配
、
編
纂
の
実
務
を
進
石
碑
文
と
、
天
正
六
年
第
一
宮
本

編
纂
途
次
の
平
成
八
年
に
、
各
よ
り
、
今
後
の
当
大
社
の
神
事
研
究
め
て
い
た
だ
い
た
各
委
員
・
補
佐
の
殿
置
札
が
残
っ
て
お
り
、
将
来
公
刊

般
に
わ
た
っ
て
こ
指
導
を
仰
い
だ
編
胃
醒

a国
―-
I

の
盈
礎
が
整
い
、
戦
国
期
の
文
書
注
こ
尽
力
に
、
た
だ
た
だ
感
謝
い
た
し
で
き
る
形
に
し
て
の
奉
納
を
期
し

纂
顧
問
小
島
鉦
作
氏
が
逝
去
さ
れ
・
第
三
巻
は
、
収
録
史
料
の
内
容
解
は
、
当
社
を
中
心
と
す
る
北
部
・
て
お
り
ま
す
。
本
作
業
が
宗
像
大
~
て
お
り
ま
す
。
」

る
と
い
う
悲
し
み
を
経
て
、
平
成
＋
か
ら
執
筆
委
員
に
福
岡
大
学
教
授
．
九
州
戦
国
史
の
体
を
な
し
て
い
る
。
．

一
年
十
一
月
に
第
二
巻
が
刊
行
さ
]
森
茂
暁
氏
、
福
岡
市
博
物
館
学
芸
~

れ
た
。
員
堀
本
一
繁
氏
が
新
任
さ
れ
て
、
印
刷
所
は
『
宗
像
神
社
史
』
同
様

収
録
文
書
は
、
出
光
佐
三
氏
奉
編
纂
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
に
精
興
社
と
し
、
全
三
巻
に
わ
た
っ

収
録
し
た
史
料
i
て
厳
密
な
校
正
、
煩
雑
な
編
集
作
．

は
、
宗
像
大
菩
薩
御
．
業
に
尽
力
い
た
だ
き
、
格
調
高
い
装

縁
起
・
宗
像
三
所
大
丁
の
書
物
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
．

菩
薩
御
座
次
第
・
宗
．

像
宮
創
造
記
・
宗
像
一
最
後
に
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
大
i

社
造
営
代
々
流
記
・
社
文
書
の
研
究
・
執
筆
を
続
け
ら

正
平
二
十
三
年
宗
像
．
れ
、
精
神
的
・
学
術
的
紐
帯
の
柱
と
・

宮
年
中
行
事
・
吉
野
．
な
っ
て
編
纂
刊
行
事
業
を
牽
引
し

期
神
事
目
録
・
応
安
．
て
い
た
だ
い
た
川
添
昭
二
編
纂
刊
．

神
事
次
第
六
本
・
年
行
委
員
長
の
お
言
葉
を
紹
介
し
て
、
~

中
諸
祭
礼
衣
裳
之
編
纂
の
歩
み
の
締
め
括
り
と
す
る
。
i

事
・
宗
像
宮
服
忌
一

令
・
大
島
第
二
宮
年

中
神
事
次
第
・
大
島
．
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＇
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｀

タ
ヒ
バ
リ
を
食
べ
た

ア
マ
サ
ギ

武
下
雅
文
（
タ
ケ
シ
タ
マ
サ
フ
ミ
）

日
本
烏
学
会
会
員

昭
和
7
年
(
1
9
3
2
)
1月
生
れ
。
北
九
州
市
在
住
。

芳
翌
歩
繋
が
ヤ
ブ
歩
以
い
。
ロ
t
T

4
1いT
g
lロ
コ
{
[
且
日

ち
、
各
種
鳥
類
調
査
や
離
島
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

塑
フ
久
砂
卜
み
勿
i
フ
久
日
本
鳥
学
会
、
日
本
鳥
頗
標
識
協
会
、
日
本
鳥
頗
保

護
連
盟
な
ど
の
会
員
。

一
で
は
繁
殖
活
動
に
入
っ
て
い
る
の
i
で
す
。
沖
ノ
島
の
港
で
も
、
珍
鳥
の

一
に
、
何
を
し
て
い
る
の
か
不
思
議
一
ア
カ
エ
リ
カ
イ
ツ
ブ
リ
が
ゆ
っ
く

一
で
し
た
。
一
り
と
飛
翔
し
、
皆
で
楽
し
く
見
て

ー
~
い
る
と
、
上
空
か
ら
矢
の
よ
う
に

二
美
食
家
の
ハ
ヤ
ブ
サ
ニ
舞
い
下
り
て
き
た
ハ
ヤ
ブ
サ
に
、

i
ハ
ヤ
ブ
サ
は
福
岡
県
レ
ッ
ド
デ
i
一
撃
を
く
ら
っ
て
餌
と
な
っ
て
し

一
ー
タ
ブ
ッ
ク2
0
0
1

で
は
、
絶
一
ま
い
ま
し
た
。
珍
鳥
ば
か
り
食
べ

私
は
、
沖
ノ
島
及
び
付
属
島
の
i
を
記
録
し
ま
し
た
。
全
国
レ
ベ
ル
ー
に
依
存
し
干
潟
は
利
用
し
な
い
種
一
滅
危
惧

I
I
類
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
：
な
い
で
、
カ
ラ
ス
で
も
食
べ
ろ
と

小
屋
島
で
、
1
9
8
2

年
よ
り
春
―

F
も
珍
鳥
と
さ
れ
て
い
る
コ
グ
ン
な
の
で
、
何
を
餌
に
す
る
の
か
と
一
す
。
沖
ノ
島
で
は
少
数
が
繁
殖
し
一
言
い
た
か
っ
た
で
す
。

は
4

月
、
夏
は
7

月
下
旬
ま
た
は
ー
カ
ン
ド
リ
、
サ
ン
カ
ノ
ゴ
イ
、
ミ
ゾ
考
え
て
い
た
矢
先
、
草
地
の
タ
ヒ
」
て
い
ま
す
が
、
小
屋
島
で
も
岩
礁
一

8

月
に
毎
年
鳥
類
調
査
を
実
施
ー
ゴ
イ
、
ヒ
メ
ウ
ズ
ラ
シ
ギ
、
ヒ
メ
コ
i
バ
リ
を
嘴
で
捕
ら
え
て
食
べ
た
の
一
に
止
ま
っ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
ま
一
地
上
で
営
巣
か
カ
ラ
ス
バ
ト

し
、
そ
の
結
果
ー
1
0

種
の
鳥
類
ウ
テ
ン
シ
、
マ
ミ
ジ
ロ
タ
ヒ
バ
リ
ー
に
は
驚
き
ま
し
た
。
昨
年

6

月
の
i
す
。
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
に
人
~
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ー
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
コ
ノ
ハ
ズ
ク
調
査
i
気
が
あ
る
ャ
ッ
ガ
シ
ラ
の
羽
が
散
ー
て
い
る
沖
ノ
島
原
始
林
に
は
、
こ

ま
す
。
そ
し
て
さ
ま
ざ
ー
の
お
り
、
樹
上
で

5

羽
が
休
息
し
一
乱
し
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
ー
れ
も
天
然
記
念
物
の
カ
ラ
ス
バ
ト

ま
な
鳥
の
生
態
な
ど
ー
て
い
ま
し
た
。
仲
間
は
既
に
本
土
ー
り
ま
す
。
勿
論
ハ
ヤ
ブ
サ
の
仕
業
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
前
記
の
レ

も
観
察
し
て
き
ま
し
、
，
！
，
＇

N

た
が
、
特
に
印
象
に
残

っ
た
例
を
紹
介
し
ま

す
。
（
写
真
は
す
べ
て

岡
部
海
都
氏
撮
影
に

よ
る
）

冬
期
は
南
日
本
へ

移
動
す
る
サ
ギ
類
の

仲
間
で
、
夏
羽
は
頭
か

ら
胸
が
亜
麻
色
に
な

る
ア
マ
サ
ギ
。
渡
り
の

途
中
の
休
息
と
思
い

ま
す
が
、
餌
は
農
耕
地
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ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
は
絶
滅
危
：
た
よ
う
で
す
。
山
口
県
の
牛
島
で

慎
I
I
類
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
：
は
地
上
に
営
巣
す
る
と
報
告
さ
れ

福
岡
県
で
は
他
に
も
姫
島
、
玄
海
一
て
い
ま
す
。
天
敵
の
蛇
の
い
な
い

島
、
大
島
、
白
島
、
藍
島
な
ど
の
島
一
沖
ノ
島
で
は
地
上
営
巣
の
可
能
性

に
生
息
、
繁
殖
し
て
い
ま
す
。
カ
ラ
一
も
あ
る
よ
う
で
す
。

ス
の
よ
う
に
黒
っ
ぼ
い
大
型
の
ハ
一

ト
で
、
ウ
ア
オ
ー
ウ
ア
オ
ー
と
牛

□

知
恵
者
の
カ
ラ
ス

の
よ
う
な
声
で
嗚
き
ま
す
。
夜
間
、
．
沖
ノ
島
に
は
多
く
の
ハ
シ
ボ
ソ

オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
の
標
識
調
査
：
ガ
ラ
ス
、
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
が
生

中
、
手
伝
っ
て
く
れ
た
県
の
方
が
、
i
息
し
て
い
ま
す
。
鳥
類
調
査
で
上

カ
ラ
ス
バ
ト
を
抱
え
て
き
ま
し
i
陸
、
野
営
を
す
る
の
で
す
が
、
用
意

た
。
林
床
で
休
ん
で
い
た
の
を
、
オ
i
し
た
食
料
を
こ
の
カ
ラ
ス
に
盗
ま

オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
と
勘
違
い
さ
れ
一
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

懲
り
て
、
以
降
は
箱
に
入
れ

て
天
幕
内
に
保
管
し
て
い

ま
す
。
こ
の
カ
ラ
ス
達
は
、

瀬
渡
し
船
が
パ
ト
ロ
ー
ル

に
出
る
時
は
知
ら
ぬ
顔
で

す
が
、
納
竿
で
一
定
時
間
に

港
を
出
港
す
る
と
、
5
0
羽
＜

ら
い
の
群
が
一
斉
に
飛
び

上
が
り
、
船
の
後
を
追
う
よ

う
に
つ
い
て
き
ま
す
。
小
屋

島
の
釣
り
人
を
乗
船
さ
せ

島
を
離
れ
る
と
、
着
地
、
無

人
と
な
っ
た
岩
礁
に
下
り

て
、
釣
り
人
の
捨
て
て
い
っ

た
撒
き
餌
を
漁
り
ま
す
。
捨

て
ら
れ
て
い
る
テ
グ
ス
で

も
片
付
け
て
く
れ
れ
ば
い

い
の
で
す
が
。

今八提 れの月像
年 ;5 寺例た墓四氏宗
は で年゜前日貞像
承隔ぁ、 で‘公大
福年る当 墓宗'--

9:J9 [ :、i[ [ iう］[ 
れが当た仕名る こ
た参大占えが中当と
゜列社部こ奉‘日か

ー し、高家の仕霜生訟
宗しにで黒大し町 こま祭徳た郡戦館 し向関槌さ寺摩式

i!!i閾］盆悶[i ]悶虐 9 孟悶；置 烹~;屠ィ：岱一贔
利らにげ嵐可ど儡貞足門亨ど畠象良怠り は品紅象斎『，：骨
大れ養幼 周代に公。で々の雄りこ催日 り職―埋像職雨わ
友神子少晶防宗活ぱ ぃ孫墓の抜のさ公 行ー＋葬家等のれ
・郡と時..__,,国像躍室 く々前遺い神れ民 わ名芦しに二降な

．←.,.一令 へ—,、 、 .......,........,.,.......................................,...,...............................................,...................,....... 

、弓7 5 _ ー・ゞ乙，多ツ、～べ：fミ＼へ＾：芯哭悶喜岱、公靡苔念潟芝口零嘉且四現品睾
ーニと―-―とら 9 秀らにし夜そ大の五受力し中在い寺

ー傘烹g ：喜 9 嫡た中の友嬰欠けさ神津重なら
占の命宗孟名累百？考日象：胃：斎 畠

召部百且贋象つ。に秘敵t：土天民の島杢 の
竺尿り宮つ 悶［ゼ怠箪正誓嘉る、 雰
族福巳司た の て の十厚建本＾ か
に寺で家為 地れぃ百若三い立殿辺 ら
よと断ば神 に亡た、さ年崇にを津 守

... 讐―
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平成21年・日本海々戦記念

今年も沖ノ島西方洋上で明治38年に国家の命運をかけ戦った日本海海戦の記念日を卜して、
年に一度沖ノ島に渡島し、『沖津宮現地大祭』が斎行されます。
下記、要項で参加者を募集致しますので、参拝こ希望の方はお申し込み下さい。

■船上から見た沖ノ島 ■海中での程 ■沖津宮現地大祭の様子

一①参拝者は沖津宮奉賛会費として 1 名に付き、 20,000円お納め頂きます。
②参拝御希望の方は、当大社より『参拝申し込み書』をお取り寄せ頂き、 4月 30日迄（必着）に社務所
まで御返送下さい。

③乗船者数に制限がありますので、申し込み先着順の参拝許可と致します。
④沖ノ島渡島前日の5月 26 日（火） 18:00迄に中津宮（筑前大島）に到着し、受付を済ませ、渡島安
全祈願祭に御参列していただきます。（祭典後、各班ごとに説明会を行います）

⑤5月 27日（水） 7:00前後に大島港を出港。
•沖ノ島到着後、直ちに海水で扉契をして頂きます。

・祭典は 10:00の予定です。
• 13:00沖ノ島を出港の予定で、大島着島は当日の天候次第で変動致しますが15:00頃の予定です。
•大島△—v神湊間のフェリー最終便は18:00です。

⑥海上模様等で沖ノ島渡島が中止になった場合は、大島の沖津宮逢拝所で祭典を斎行致します。
⑦関係筋の通達により年令70オ以上の方や、健康状態が良好でない方、長時間の乗船に耐えられ
ない方は御遠慮願います。

⑧申し込み者には、受付後参加の諾否を葉書で御通知申し上げます。

一①遊山・魚釣等を目的とし、釣具類を持参しての乗船は固く禁止します。もし違反があれば乗船をお断り致します。
②沖ノ島上陸の際は、古例により海水で面契をし、心身を清める事。
③御神水以外は、一木一草一石たりとも持ち帰る事を禁止します。
④厳重なる掟がある為、婦女子の参拝は固くお断わり致します。
大島での宿泊につきましては、参考要項に同封の、大島の旅館•民宿のパンフレットを御参照の上、

各自で直接予約願います。

申込書参拝心得参拝要項等を用意しておりますので、返信用切手を同封の上、下記宛までお申

し込み下さい。

申し込み先
〒811-3505 福岡県宗像市田島2331

宗像大社社務所祭儀部『沖津宮現地大祭』係

TEL (0940) 62-1311 〈代表〉

F AX (11) 62-131 5 



7
上 第578号（昭和36年5月 10日第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 刀マ

に MUNAKATA 像 平成21 年4月 1 日水曜日

く雨平てさるかさ国 つ倍つ年で歴と車内達はた歴て
はだ日くれ゜るれ 出たあた令き史安をはす負真史き昨
なつでれ案蓼さ凡嬰島゜りのはたをい集全る担 文た年
＜、t:長る。内ンつの史和 西で路じ訪砂め国こだ百翡面胃
の観崎こやテに館跡蘭 鉄懐面ヵ、ねん、贔犀ぷ；坂物島に
ん光はの説ィなの—陀 電し電もるび の館和長
び客今日明ァつ姿は商 車さ車私こり、転： ：が街を蘭崎
り、茎［はももてが復館 ももで達とゅ料ぃた―て主商市

、し配い分元跡 あ数育のがっ金た。応心に館を

噸c.r.i”—全云量§胄誓目晶悶皐負i:
と円電市をにき崎い
ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • ----ｷ • -----------------ｷ ｷ • -------ｷ • ｷ • -------------ｷ ｷ ｷ -

で員こ側所や島は館
あがろので大で力内
る食で貿あ名最ピを
゜事ぁ易っがも夕歩
のる事た訪大ン＜
用。務。れき部こ
意料ゃ乙おtつな屋と
を理管鉛蒔建祠が
す部理部の

こ出島匹疇滋盆‘‘a··"‘‘i ii lj冑：----·噸．．．＂’· • • • ---• • • • • • • • • ------------------• • • • • • • • • • • • • • ·鴫鴫· • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • --·鴫鴫· • • • • • • • • • • • ---------------- • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • --------- • • • • • • • • ----------------------- • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

ラボつ版いで製さ地ダれてコる館 蔵たのンい研まへ
ストて画る‘パれ方の、いの゜内館な他住ダた修は卜へ
杯ルぃに様吸 たでコオるパ館のをと 居船：室ミルト

闊ガ‘き占ヽ：イプ畠塁↓ : : ；゜〗 [9:; t ：悶掌］名贔
l 大吸査る等蔵て殷船塁亨い屋
パ量つもにが一、使船頭にムそ商
イにて行ぁあ面嬰長部ぁシり館
プ発いわた空蔵 ゃ屋てヨ｛主長
と掘たれっ 、れ商はらツ居次
呼さ夕てて ＝て館オれプて席
ばれバい、 蕃ぃ員ラてやいを

··································································································································································································•··· 

ガ やルば敷住にポのま るもやれい産連日
ル出イ文れ二むはル記二出゜発イてるのば常
人島ギペて出さ爾卜録て島 掘ノい゜陶れに
がはリィい島っ蛮ガでじは 調シるそ磁て使
、ース た屋 r ルはき江 査シ丘舟器きわ
：含言；賣駆合量ぶそと戸 でや事 類fこれ
に天す毛蛮丘てオ住し門覧 見；；腐占i;;
＇『包゜］悶儡面：含：オ、且 か鳥滓に出芦：
さポラ)レ'--蘭ダい つ骨牛展土、ダ
せル ントと陀人たあ：そ てなのホし肥か
らト ダガ呼屋が頃る。ダし いど骨さて前ら

•••••••····•·····••·····•·•••••·•··•••···•·········••••••••••·••••···••··········•····•••·•••••••••····••··••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

が有坊医ダド後がでで るこー商じルがにれ
い名等師人会で最‘‘小゜か六館た卜おキた

t：危；互：、］ど眉［誓； 乱旦盟箪忍； ] ; 
｢ ；鍛館晶な竺以竺扇 島年島［ぶ紺乏三
人。冶長遣オ 5 下て形 ののにあ渡教ご七
ジ畠屋悶； ：マ虐奏で 悶： 9 っ航活揆門
よ且関事含孟［閲此 1 ?；；悶it ：冒：
ルあエ喜？イ名貿ほ工 じる。悶ンをるの
トの黒、ノン前易ど島 まこ、ダ禁ポ乱閂

（続）

ゞ
·
·
ー
、
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北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

椎
茸
の
楕
木
に
菌
を
打
つ
ゆ
ふ
べ
朽
葉
は
土
に
な
る
匂
ぴ
せ
り

I
I労働
か
ら
生
れ
た
秀
歌
。
拍
手
を
お
く
り
た
い
。

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

霜
月
は
父
が
戦
死
を
し
た
る
月
苦
労
多
き
母
の
早
逝
の
月

ロ
冒
”
]
鱈
汀
《
土

□言
~
冒
韻
が
歌
の
リ
ズ
ム

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

子
ら
の
住
む
街
に
移
る
と
言
ふ
を
み
な
髪
に
乾
反
れ
る
鱗
の
光
る

ロ
げ
豆
口
履
虹
‘
]
賃
]
]
゜
れ
な
い
現
実
。
下
句
に
女
の
人
の
生

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

節
分
の
定
番
と
い
ふ
恵
方
巻
宗
像
歌
会
に
初
め
て
知
り
ぬ

口
闘
闘
げ
O
S
f
仕
汀

0ぇ
て
く
れ
る
場
で
も
あ
る
。
招
福
巻
、

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

奔
放
に
生
き
き
し
吾
子
が
還
暦
に
夫
の
蔵
書
の
偉
人
伝
読
む

ロ
ピ
鱈
臼
言
日
崖
へ
旦
汀
ぃ

0か
、
結

宗
像
市
田
野
森
甲
子

新
し
き
魚
・
野
菜
が
評
判
か
朝
よ
り
道
の
駅
車
の
多
し

口
ぉ
ら
が
里
の
道
の
駅
の
賑
わ
い
を
喜
ぶ
作
者
で
あ
る
。

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子

小
鹿
田
焼
の
コ
ー
ヒ
ー
茶
碗
に
し
び
れ
い
る
指
温
め
つ
つ
び
と
り
飲
み
お
り

暉
コ
ー
ヒ
ー
は
こ
こ
ろ
も
身
体
も
あ
た
た
め
て
く
れ
る
。
至
福
の
一
時
で
あ
る
。

宗
像
市
田
久
井
上
光

待
ち
わ
び
し
春
一
番
は
夜
の
更
け
の
雨
戸
叩
き
て
束
の
間
に
過
ぐ

ロ
ロ
鱈
い
こ
”
汀
冗
。
せ
た
一
首
で
あ
り
、
春
一
番
の
特

J
 

馳
社
歌
会
詠

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

焼
芋
を
売
る
声
だ
ん
だ
ん
近
づ
き
て
買
び
た
く
な
れ
ど
夜
風
に
怯
む

回
詈
の
前
に
食
欲
が
負
け
た
一
瞬
で
あ
る
。
面
白
い
。

宗
像
市
大
島
杉
田
轄
子

波
よ
け
に
並
ぶ
鴎
は
一
様
に
東
向
き
お
り
冬
陽
浴
み
つ
つ

□
波
が
見
え
、
胸
毛
を
ふ
か
れ
て
い
る
鴎
ら
の
姿
が
見
え
る
。

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

夕
映
え
の
港
に
立
て
ば
沖
は
る
か
光
の
中
に
船
の
消
え
ゆ
く

一
只
“
]
[
直
の
あ
る
人
だ
け
に
や
や
型
に
は
ま
り
す
ぎ

宗
像
市
自
由
ヶ
丘
一
木
照
代

車
窓
よ
り
ふ
る
さ
と
の
見
ゆ
な
つ
か
し
く
今
川
添
い
の
コ
ス
モ
ス
の
花

_
]
汀
閻
万
臼
げ
紅
竺
‘

□汀
リvア
い
ル
□
鱈
戸
）
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

あ
ざ
や
か
な
紅
梅
写
る
カ
レ
ン
ダ
ー
厨
に
眺
め
睦
月
は
過
ぎ
ぬ

一
閏
鱈
汀
覧
昇
口
贔
旦
豆
釘
直
ぃ

福
岡
市
南
区
加
野
シ
ノ
ブ

歌
が
き
の
友
よ
り
と
ど
く
便
り
き
て
う
れ
い
の
胸
に
や
す
ら
ぎ
の
時
よ

暉
持
つ
べ
き
は
友
で
あ
る
。
「
と
ど
く
」
「
来
て
」
の
重
複
が
気
に
な
る
。

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

春
一
番
莞
爾
と
咲
け
る
白
梅
の
ほ
の
か
な
香
り
鳥
を
誘
う

一
汀
疇
恥
麟
汀
汀

o
l
咲
き
た
る
」
と
し
な
い
と
初
句

福
津
市
花
見
佐
藤
純
一

終
H

に
吾
が
友
と
供
欠
か
さ
ず
に
短
歌
の
こ
と
は
麻
木
の
こ
と

一
汀
謬
冒
ぃ□応
』
謬
冒
彗
汀
合
う
」

, 
岬
の
空
鶴
の
渡
る
を
生
活
の
節

H

の
こ
と
く
詠
び
た
る
人

し
ろ
た
へ
の
ダ
チ
ュ
ラ
も
デ
イ
ゴ
の
朱
の
花
も
無
造
作
に
咲
く
岬
の
集
落

二
つ
ほ
ど
し
の
ば
せ
て
来
し
を
旅
の
夜
に
分
ち
て
食
へ
ば
蜜
柑
香
に
立
つ 宗

像
市
神
湊
永
島
紀
子

繋
が
れ
て
紬
先
詣
め
く
冬
の
波
止

宗
像
市
東
郷
田
中
憲
象

持
て
余
す
許
斐
仰
ぎ
て
冬
籠

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

庭
石
の
窪
に
ま
ん
ま
と
福
の
豆

＿
月
中
旬
、
コ

」
ン
ピ
ニ
で
支

払
を
待
っ
て
い
る
と
、
レ
ジ
横
に
節
分

豆
が
あ
り
ま
し
た
。
季
節
感
が
あ
っ

て
い
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
目

に
し
た
も
の
は
小
生
の
郷
里
で
も
あ

る
中
部
地
方
の
著
名
寺
院
の
名
を
冠

し
た
「
0
0
寺
御
祈
祷
済
鬼
打
豆
」
で

し
た
。
し
か
も
一
0
五
円
。
こ
こ
は
九

州
福
岡
で
す
て
営
利
を
追
求
す
る
企

業
が
、
他
と
の
差
別
化
の
た
め
に
企

画
し
た
の
で
し
ょ
う
が
、
近
年
は
大
都

市
だ
け
で
な
く
地
方
で
も
高
齢
者
の

孤
独
化
や
核
家
族
化
が
進
み
、
日
本
の

伝
統
風
俗
、
慣
習
や
季
節
感
が
「
癒
し
」

と
し
て
人
々
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の

も
ま
た
事
実
。
企
業
に
と
っ
て
は
求
め

ら
れ
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
だ
け

か
も
し
れ
ま
せ
ん
▼
先
月
、
帰
省
し
た

際
に
は
「
御
公
許
品
」
と
称
し
た
同
寺

院
の
商
品
が
郷
里
に
溢
れ
て
お
り
、

尊
厳
の
護
持
を
考
え
る
と
違
和
感
を

憶
え
ま
し
た
が
、
神
よ
り
仏
に
親
近
感

や
敷
居
の
低
さ
を
感
じ
た
の
は
否
定

で
き
ま
せ
ん
。
神
社
神
道
は
時
に
仏

と
習
合
·
分
離
し
な
が
ら
も
、
伝
統
文

化
を
継
承
し
、
そ
の
時
代
の
日
本
人
が

生
み
出
し
て
き
た
信
仰
で
す
。
神
社

が
今
を
生
き
る
人
や
社
会
に
対
し
て

で
き
る
こ
と
が
、
ま
だ
あ
る
と
感
じ
さ

せ
た
一
件
で
し
た
。
（
塚
） 品

集

発行所
宗像大社社務所
宗像会

〒811-3505 福岡県宗像市田島
電話 0940-62- 1311 （代）
発行人 葦津幹之

編集人 大塚宗延
制作ゼネラルアサヒ
印刷ゼネラルアサヒ I 毎月 1 日発行定価 1 年送料共 1,000円 I


